
最
終
日
の
採
決
で
は
、

日
本
共
産
党
以
外
の
保
守
・

公
明
・
民
主
の
賛
成
で
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。

人
勧
ま
た
も
マ
イ
ナ
ス
改

定
議
案
の
中
身
に
つ
い
て

少
し
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。
①
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
公
務
員
給
料
の
期
末

手
当
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
ヶ

月
の
改
定
で
す
が
、
職
員

給
与
に
つ
い
て
は
反
対
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
市

は
職
員
給
与
の
カ
ッ
ト
と

職
員
削
減
を
強
引
に
す
す

め
て
き
て
、
す
で
に
埼
玉

県
内
で
低
い
方
か
ら
３
番

目
と
い
う
実
態
で
す
。
民

間
給
与
と
の
比
較
で
公
務

員
給
与
を
下
げ
た
の
で
は

景
気
悪
化
の
悪
循
環
を
さ

ら
に
続
け
る
事
に
な
り
、

減
額
さ
れ
た
公
務
員
給
与

が
基
準
と
な
っ
て
私
立
保

育
園
運
営
費
の
減
額
な
ど

へ
と
波
及
す
る
か
ら
で
す
。

小
規
模
校
の
給
食
室
を

廃
止次

に
②
給
食
室
の
統
廃

合
問
題
で
は
、
保
護
者
や

教
職
員
か
ら
５
０
０
０
筆

を
超
え
る
存
続
を
求
め
る

声
を
押
し
切
っ
て
の
統
合

で
す
。
飯
能
市
の
自
校
給

食
は
地
元
農
産
物
を
ふ
ん

だ
ん
に
取
り
入
れ
た
お
い

し
い
給
食
と
評
判
で
、

「
食
育
」
に
最
も
貢
献
し

て
い
る
の
に
、
小
規
模
校

は
効
率
が
悪
い
と
切
り
捨

て
る
も
の
で
反
対
し
ま
し

た
。

ム
ダ
な
道
路
建
設
を
推

進
す
る
体
制
に

そ
の
一
方
で
③
「
部
室

設
置
条
例
の
一
部
改
正
案
」

で
は
、
「
久
下
六
道
線
」

の
拡
幅
と
、
造
成
中
の
飯

能
大
河
原
地
区
の
企
業
誘

致

に

つ

な

げ

た

い

と

「
（
仮
称
）
飯
能
大
河
原

線
」
の
新
設
を
中
心
に

「
主
要
道
路
整
備
推
進
課
」

を
新
設
し
て
職
員
も
６
人

体
制
で
取
り
組
む
と
言
う

の
で
す
か
ら
、
バ
ブ
ル
景

気
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
発

想
で
と
て
も
正
気
の
沙
汰

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
議
会
の
中
は
共
産
党

以
外
は
手
放
し
で
礼
賛
し
、

推
進
の
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
の
で
す
。

12
月
議
会
は
、
オ
ー
ル

与
党
対
日
本
共
産
党
の
構

図
が
く
っ
き
り
描
か
れ
た

議
会
で
し
た
。
こ
の
事
を

多
く
の
市
民
に
知
ら
せ
、

さ
ら
に
一
層
「
住
民
の
願

い
を
議
会
に
届
け
て
」
が

ん
ば
る
決
意
で
す
。

２
０
１
１
年
は
埼
玉
県

議
会
議
員
選
挙
を
は
じ
め
、

多
く
の
市
町
村
議
会
議
員

選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

今
度
の
一
斉
地
方
選
挙

は
、
「
住
民
の
福
祉
向
上
」

と
い
う
本
来
の
地
方
政
治

を
守
る
た
め
に
、
負
け
ら

れ
な
い
選
挙
で
す
。

新
春
早
々
の
演
説
会
で
す

が
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

《
演
説
会

日
程
》

日
時

１
月
６
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
～

場
所大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー

●
東
飯
能
発

16
・
53

大
宮
着

17
・
51

●
東
飯
能

17
・
12

大
宮
着

18
・
10

朝
方
ま
で
季
節
外

れ
の
雨
が
ふ
っ
て
、

川
は
春
先
の
よ
う

に
勢
い
を
増
し
て

流
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
暖
か
い
。

と
て
も
冬
至
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
冬

至
と
い
え
ば
ユ
ズ
湯
。
ユ
ズ

が
ぷ
か
ぷ
か
浮
い
て
い
る
お

風
呂
に
入
る
の
は
極
楽
で
す
。

冬
至
は
湯
治
（
と
う
じ
）
を

か
け
た
も
の
と
い
う
説
も
肯

け
ま
す
▼
ゆ
っ
た
り
と
ユ
ズ

の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
と

い
ろ
ん
な
こ
と
が
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
今
年
は
一
緒
に
活

動
し
て
き
た
人
と
の
多
く
の

別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然

の
訃
報
を
朝
の
電
話
で
知
ら

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

浮
か
ん
で
い
る
ユ
ズ
の
一
つ

一
つ
が
懐
か
し
い
顔
の
よ
う

に
見
え
て
き
ま
す
▼
石
垣
り

ん
が
、
詩
「
表
札
」
で
／
自

分
の
住
む
場
所
に
は
／
自
分

の
手
で
表
札
を
か
け
る
に
限

る
。
／
精
神
の
在
り
場
所
も

／
ハ
タ
か
ら
表
札
を
か
け
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
／
と
書
い

た
よ
う
に
、
熱
い
思
い
を
胸

に
懸
命
に
生
き
た
人
た
ち
で

し
た
。
自
分
で
表
札
を
出
し

て
き
た
人
た
ち
で
し
た
。
そ

ん
な
一
人
一
人
の
思
い
を
大

切
に
来
年
も
が
ん
ば
り
た
い
。
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市
民
に
は
負
担
増

見
通
し
の
な
い
道
路
事
業
に
熱
中

共
産
党
以
外
の
保
守
・公
明
・民
主
が
賛
成
・推
進

場所 精明公民館
講師：湯浅 誠さん

● プロフィール
反貧困ネットワーク事務局長
NPO法人自立生活ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

もやい事務局長
元年越し派遣村村長
内閣府参与
＊どなたでも参加できます。

主催：飯能市教職員組合

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
勝
利
を
め
ざ
す

１
・６
演
説
会
に
ご
参
加
を

12
月
定
例
市
議
会
は
、
11
月
26
日
に
開
会
し
、
12
月
10
日

閉
会
ま
で
15
日
間
の
議
会
で
し
た
。

主
な
議
案
と
し
て
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
公
務
員
給

料
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、
名
栗
簡
易
水
道
料
金
を
飯
能
市
の

料
金
に
合
わ
せ
て
値
上
げ
す
る
条
例
案
、
精
明
小
と
二
小

の
給
食
室
を
廃
止
し
、
双
小
、
原
小
に
統
合
す
る
条
例
案
、

下
水
道
料
金
を
20
％
値
上
げ
す
る
条
例
案
、
今
後
の
飯
能

市
の
舵
取
り
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
「
部
室
設
置
条
例

の
一
部
改
正
案
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

１
月
２
日
号
と
９
日
号

は
正
月
合
併
号
と
な
り
ま

す
。
「
新
飯
能
」
も
休
刊

で
、
「
飯
能
市
議
団
報
告
」

が
入
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。



飯
能
市
部
室
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

つ
い
て
、
新
井
た
く
み
市
議

が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

市
は
、
第
４
次
総
合
振
興

計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
と
企
業

誘
致
を
推
進
す
る
た
め
に
、

行
政
機
構
を
改
正
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
建
設
部

に
は
主
要
道
路
整
備
推
進
課

が
６
名
の
増
員
体
制
を
も
っ

て
新
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
主
要
道
路
整
備
推
進

課
は
、
１
ー
４
号
線
と
と
も

に
、
久
下
六
道
線
及
び
（
仮

称
）
飯
能
大
河
原
線
の
整
備

を
専
門
的
に
行
う
と
言
う
こ

と
で
す
。

久
下
六
道
線
に
つ
い
て
は
、

８
月
に
開
い
た
住
民
説
明
会

で
も
批
判
や
疑
問
の
声
が
相

次
ぎ
、
市
議
会
の
質
問
で
も

異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

提
案
理
由
で
は
、
総
合
振

興
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

と
い
い
ま
す
が
、
基
本
構
想

に
も
実
施
計
画
に
も
具
体
的

な
記
載
は
な
か
っ
た
も
の
で
、

降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な
計
画

で
す
。
昭
和
２
６
年
に
都
市

計
画
決
定
は
さ
れ
て
は
い
ま

す
が
、
平
成
１
８
年
に
長
期

未
整
備
道
路
の
見
直
し
路
線

と
し
て
、
県
に
報
告
し
て
あ

る
も
の
で
す
。
中
心
市
街
地

活
性
化
を
名
目
に
し
て
い
ま

す
が
、
仮
に
銀
座
通
り
一
方

通
行
出
口
か
ら
飯
能
郵
便
局

ま
で
の
間
が
、
１
６
ｍ
道
路

が
建
設
さ
れ
て
両
側
に
４
ｍ

の
歩
道
が
で
き
た
と
し
て
も
、

そ
れ
で
中
心
市
街
地
が
活
性

化
す
る
と
は
と
て
も
思
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
企
業
誘
致
を

名
目
と
し
た
（
仮
称
）
飯
能

大
河
原
線
の
建
設
計
画
で
す
。

市
は
当
初
、
飯
能
大
河
原

の
造
成
地
を
貫
く
、
都
市
計

画
道
路
＝
大
河
原
永
田
線
の

整
備
で
吾
妻
大
橋
か
ら
１
ー

４
号
線
で
国
道
２
９
９
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
い
う
計
画
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
誘

致
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、

こ
の
道
路
が
必
要
だ
と
し
て
、

突
如
浮
か
び
上
が
っ
た
計
画

で
す
。

し
か
し
、
全
国
で
呼
び
込

み
型
の
企
業
誘
致
は
破
た
ん

し
、
ど
こ
の
自
治
体
も
大
き

な
負
担
を
抱
え
、
市
民
生
活

に
し
わ
寄
せ
が
き
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。
企
業
誘
致
で

雇
用
が
増
え
る
こ
と
は
望
む

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

過
度
に
期
待
を
し
、
莫
大
な

財
政
を
投
じ
て
の
先
行
投
資

は
、
リ
ス
ク
が
高
く
、
自
治

体
が
や
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

今
年
度
は
国
保
税
が
大
幅

に
増
税
さ
れ
、
来
年
度
は
下

水
道
使
用
料
が
大
幅
に
値
上

げ
さ
れ
ま
す
。
市
民
生
活
と

営
業
が
大
変
な
今
こ
そ
、
必

要
性
の
乏
し
い
公
共
事
業
に

税
金
を
投
じ
る
の
で
は
な
く
、

市
民
生
活
に
こ
そ
使
う
べ
き

だ
と
言
う
こ
と
を
申
し
上
げ

て
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま

す
。な

お
、
野
田
直
人
市
議
が

賛
成
討
論
を
し
ま
し
た
。

飯
能
市
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

に
対
し
て
、
金
子
敏
江
市
議

が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
第
１
に
、
今
の
社

会
状
況
、
市
民
生
活
の
状
況

を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
点

で
す
。

国
税
庁
が
９
月
２
８
日
に

公
表
し
た
「
民
間
給
与
実
態

統
計
調
査
」
で
２
０
０
９
年

中
に
民
間
企
業
で
働
く
労
働

者
の
う
ち
、
年
収
２
０
０
万

円
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
働

く
貧
困
層
）
が
１
０
９
０
万

人
、
４
人
に
１
人
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
市
内
の

経
済
・
雇
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
」
と
し
て
、
平
成

２
２
年
に
策
定
し
た
「
第
４

次
飯
能
市
緊
急
経
済
対
策
」

の
認
識
を
裏
づ
け
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
生
活
の
実
態
は

さ
ら
に
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
る
に
市
は
、
自
ら
策

定
し
た
「
緊
急
経
済
雇
用
対

策
」
に
も
逆
行
す
る
国
民
健

康
保
険
税
の
加
入
者
１
人
当

た
り
平
均
８
５
０
０
円
、
４

人
世
帯
で
は
３
４
０
０
０
円

も
の
引
上
げ
を
行
い
、
今
議

会
に
は
、
「
下
水
道
使
用
料

金
を
、
１
回
の
検
針
分
、
ち
ょ

う
ど
２
ヶ
月
分
が
そ
っ
く
り

値
上
げ
に
な
る
改
定
案
」
を

提
案
し
ま
し
た
。

一
般
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

美
容
院
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋

さ
ん
、
お
そ
ば
や
さ
ん
な
ど
、

今
で
も
ぎ
り
ぎ
り
の
商
売
で

や
っ
て
い
る
の
に
、
大
き
な

負
担
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
「
生
活
支
援
」
で

は
な
く
「
生
活
破
壊
」
対
策

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
市
民
の
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
な
か
で
、
市
民

に
さ
ら
な
る
負
担
増
を
強
い

る
「
下
水
道
使
用
料
」
の
値

上
げ
の
方
針
を
撤
回
し
、
市

民
生
活
を
守
る
施
策
を
最
優

先
で
す
す
め
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
も
の
で
す
。

２
点
目
に
、
下
水
道
料
金

の
引
上
げ
が
市
の
「
下
水
道

使
用
料
改
定
に
つ
い
て
」
の

中
に
あ
る
よ
う
に
、
前
年
度

比
で
使
用
料
収
入
と
経
費
回

収
率
が
増
加
し
、
汚
水
処
理

原
価
、
使
用
料
単
価
、
一
般

会
計
繰
入
金
、
地
方
債
残
高

な
ど
の
支
出
は
減
少
し
、
さ

ら
に
下
水
道
整
備
基
金
３
億

５
０
０
０
万
円
が
あ
る
と
い

う
、
健
全
会
計
の
中
で
の
値

上
げ
で
あ
り
、
値
上
げ
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
ま
っ

た
く
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

３
点
目
に
、
市
が
値
上
げ

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る

最
大
の
目
的
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
（
２
１
年
度

７
億
１
５
０
０
万
円
）
を
、

２
３
年
、
２
５
年
の
２
回
の

値
上
げ
で
半
減
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
機
械
、
設
備
、
用

地
な
ど
に
か
か
る
経
費
（
資

本
費
）
ま
で
、
下
水
道
使
用

料
で
賄
お
う
と
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
使
用
料

算
定
の
重
大
な
変
更
で
、
と

て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。

市
街
化
区
域
で
は
下
水
道

整
備
等
を
目
的
に
し
た
都
市

計
画
税
が
住
民
に
課
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
税
外
負
担
と
し

て
「
下
水
道
受
益
者
負
担
金
」

も
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
地
方
交
付
税
の
中
に
も
下

水
道
関
連
の
経
費
が
算
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も

資
本
費
に
か
か
る
費
用
は
こ

の
中
で
賄
い
、
利
用
者
に
負

担
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

４
点
目
に
、
一
般
会
計
の

繰
り
入
れ
が
大
変
だ
と
い
う

こ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

本
当
で
し
ょ
う
か
。

一
般
会
計
で
は
２
１
年
度
、

１
２
億
円
、
２
２
年
度
、
１

５
億
円
の
繰
越
金
が
あ
り
、

基
金
総
額
は
２
２
年
度
末
で

７
５
億
円
に
な
っ
て
お
り
、

「
近
隣
の
市
か
ら
も
う
ら
や

ま
し
が
ら
れ
て
い
る
」
と
い

う
の
が
実
態
で
す
。

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
抑

え
る
こ
と
は
、
や
る
気
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
こ

と
で
す
。

以
上
、
述
べ
て
反
対
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
加
藤
由
貴
夫
市
議

が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

２０１０年１２月２６日 ＮＯ．１７５５

市
民
に
は
負
担
増

一
方
で
は
ム
ダ
使
い
の
市
政
を
批
判

日
本
共
産
党
が
反
対
討
論

ム
ダ
な
道
路
建
設

を
進
め
る
主
要
道

路
整
備
推
進
課
の

設
置
に
反
対
す
る

下
水
道
使
用
料
の

値
上
げ
に
反
対
す

る

企業誘致のために整備が進められてい
る大河原永田線（中里牧場付近）

１２月市議会


